
普
通
救
命
講
習〔
Ⅰ
〕

　
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
と
、A
E
D

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の
使
い
方
を

学
び
ま
す
。

普
通
救
命
講
習〔
Ⅱ
〕

　
普
通
救
命
講
習〔
Ⅰ
〕の
ほ
か
、筆
記

試
験
・
実
技
試
験
が
あ
り
ま
す
。

日〔
Ⅰ
〕２
月
14
日（
土
）９
時
～
12
時

〔
Ⅱ
〕２
月
21
日（
土
）９
時
～
13
時

場
消
防
署
本
署

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
中
学
生

以
上
の
方

定
各
回
先
着
20
人

費
無
料

申
１
月
６
日（
火
）９
時
か
ら
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で

　
学
校
給
食
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、市
内
在
住
・
在

学
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
募
集
し
、９
７
９
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
市
長
賞
と
教
育
長
賞
は
次
の
と
お
り

で
す
。

絵
画
・
イ
ラ
ス
ト
部
門

市
長
賞　
奥
村
真
大
さ
ん（
杉
本
小
６
年
）「
海
老
名
産　

え
び
な
さ
ん
給
食
」（
画
像
上
）

教
育
長
賞　
松
木
康
樹
さ
ん（
中
新
田
小
２
年
）「
あ
ゆ
の

し
お
や
き
て
い
し
ょ
く
」

レ
シ
ピ
部
門

市
長
賞　
波
平
知
弥
さ
ん（
東
柏
ケ
谷
小
５
年
）「
野
菜

い
っ
ぱ
い
ト
マ
ト
カ
レ
ー
う
ど
ん
」（
画
像
下
）

教
育
長
賞　
平
川
煌
大
さ
ん（
今
泉
小
６
年
）「
ト
マ
ト

た
っ
ぷ
り
マ
ー
ボ
ー
麺
」

普
通
救
命
講
習〔
Ⅰ
〕〔
Ⅱ
〕

学
校
給
食
献
立
コ
ン
テ
ス
ト
募
集
結
果

海老名の○○○○ vol.１

海老名の花
「サツキ」

問
警
防
課 
☎
０
４
６（
２
３
１
）０
９
３
２

問
就
学
支
援
課 

☎
０
４
６（
２
３
５
）４
９
２
１

　11月1日に市制施行55周年を迎えます。11月1日号までの全11回、海老
名を象徴する「○○」を紹介します。

　海老名の自然環境に対する市民意識
を高めるため、昭和47（1972）年に市の
花としてサツキが定められました。
　アジサイ・カーネーション・ツツジな
ど10種の候補を対象に投票が行われ、サ
ツキが総数283票中65票を集めました。
　サツキは日本特産種の半常緑低木で、
鉢花や庭木として栽培され、5〜6月頃
に美しい花を咲かせます。花の色も白・
桃・紅色など変化に富んでいることか
ら、多くの愛好家たちが盆栽で楽しんで
います。

　昭和48（1973）年、厚木駅東側に誕生
した街並みに「さつき町」と名付けまし
た。

第42回
施設

　
明
治
22（
1
8
8
9
）年
、国
の「
市
制
町
村
制
」施
行
に
よ
り
、海
老
名
村
と
有
馬
村

が
誕
生
し
た
。
昭
和
15（
1
9
4
0
）年
、海
老
名
村
は
町
に
な
り
、30（
1
9
5
5
）年

に
は
有
馬
村
と
合
併
し
た
。
そ
の
後
も
人
口
は
徐
々
に
増
え
、46（
1
9
7
1
）年
に
は

市
制
を
施
行
。
海
老
名
市
は
こ
と
し
で
55
年
目
を
迎
え
る
。
ま
ち
の
発
展
に
合
わ
せ
て

更
新
し
た
歴
代
の
庁
舎
を
写
真
で
振
り
返
る
。

海
老
名
村
役
場
・
海
老
名
町
役
場（
写
真
①
）

　
大
正
７（
1
9
1
8
）年
、海
老
名
村

役
場
と
し
て
建
設
。
そ
の
後
、町
役
場

や
商
工
会
事
務
所
と
し
て
の
役
割
を
経

て
、昭
和
57（
1
9
8
2
）年
か
ら
郷
土

資
料
館
海
老
名
市
温
故
館
と
な
る
。
温

故
館
は
平
成
23（
2
0
1
1
）年
に
現
在

地
に
移
築
。
令
和
５（
2
0
2
３
）年
、国

登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
た
。

有
馬
村
役
場（
写
真
②
）

　

昭
和
３（
1
9
2
8
）年
、
大
正
12

（
1
9
2
３
）年
の
関
東
大
震
災
で
全
壊

し
た
旧
庁
舎
を
再
建
し
た
。

　

海
老
名
町
と
合
併
後
は
海
老
名
町

役
場
有
馬
支
所
と
し
て
活
用
。
昭
和
49

（
1
9
7
4
）年
に
取
り
壊
さ
れ
た
。

海
老
名
町
役
場
・
海
老
名
市
役
所（
写
真
③
）

　
昭
和
41（
1
9
6
6
）年
、旧
庁
舎
が

手
狭
と
な
っ
た
た
め
、将
来
の
開
発
計

画
を
念
頭
に
、見
渡
す
限
り
の
田
園
で

あ
っ
た
国
分
関
免
地
区
に
移
転
し
建
設

し
た
。
市
制
施
行
は
こ
の
庁
舎
で
迎
え

て
い
る
。
跡
地
に
は
海
老
名
プ
ラ
イ
ム

タ
ワ
ー
が
建
設
さ
れ
た
。

現
海
老
名
市
役
所（
写
真
④
）

　

急
激
な
人
口
増
加
に
よ
る
増
築
で

窓
口
が
分
散
し
て
い
た
た
め
、平
成
元

（
1
9
8
9
）年
、現
在
の
位
置
に
移
転

し
新
庁
舎
を
建
設
。
同
年
4
月
か
ら
稼

働
を
始
め
た
。
周
辺
の
用
水
路
や
道
路

も
整
備
さ
れ
、今
に
至
る
。

　
上
の
写
真
は
海
老
名
駅
側
か
ら
庁
舎

建
設
途
中
を
と
ら
え
た
も
の
。

郷土資料館海老名市温故
館オープン時

市民が作成した図案。現
在も市の公式デザインと
して使われている

②

①

③

④

昭和2（1927）年、有馬村
役場上棟式

村
か
ら
町
、
市
へ

海
老
名
の
庁
舎
も
の
が
た
り

現郷土資料館
海老名市温故館

海老名村役場
海老名町役場

①

③
④

②
有馬村役場

海老名町役場
海老名市役所

現市役所
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